
市報
高萩市市民憲章昭和49年11月1日制定

1 自然をたいせつにし美しいまちをつくりましょう

1 きまりを守り明るいまちをつくりましょう

1 礼儀を正しくし‘うるおいのあるまちをつくりましょ

1 元気で働き豊かなまちをつくりましよ三

1 思いやりのある,あたたかいまちをつくりましょう
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厚
い
雲
の
か
げ
か
ら

姿
を
あ
ら
わ
し
た
太
陽
は

い
く
す
じ
も
の
光
を
放
ち
な
が
ら

海
の
上
に
き
ら
め
き

てに鐸
美
し
く
波
間
を
染
め
あ
げ
て
い
く

兵小戸
吉
向▲

し
の
の
め
は

東
雲
の
端
は
赤
く
染
ま
り

都
会
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
思
わ
せ

寄
せ
く
る
波
は

夜
明
け
前
の
静
寂
の
中
で

烏
た
ち
は
北
へ
渡
り

海
で
は
漁
船
が
ゆ
っ
く
り
と

波
間
を
走
っ
て
い
る

日
の

出希
望
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
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議会の構成決まる

～昭和60年第4回市議会定例会～

副議長 議長

’寺岡七郎 佐川安応◎は常任委員長○は常任副委員長です。 （敬称略）

文教厚生委員会 総務委員 会
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昭
和
六
十
年
第
四
回
高
萩
市
議
会
定

例
会
は
、
十
二
月
十
三
日
に
開
会
し
、

十
二
日
間
の
会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
、

十
二
月
二
十
四
日
閉
会
し
ま
し
た
。

今
回
提
案
さ
れ
た
案
件
は
、
議
会
人

事
に
関
す
る
も
の
九
件
、
人
事
に
関
す

る
も
の
－
件
、
報
告
に
関
す
る
も
の
四

件
、
条
例
に
関
す
る
も
の
三
件
、
予
算

に
関
す
る
も
の
八
件
、
そ
の
他
五
件
で
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
議
会
人
事
〕

○
正
副
議
長
辞
職
許
可
に
つ
い
て
は
、

二
十
四
日
本
会
議
で
許
可
さ
れ
、
同
日

正
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
議
長
に
佐

川
安
応
議
員
、
副
議
長
に
寺
岡
七
郎
議

員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

○
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

は
、
上
記
の
と
お
り
で
す
。

○
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
議
会
議

員
二
人
の
補
欠
選
挙
を
行
い
、
佐
川
安

応
議
員
、
平
正
三
議
員
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。

○
高
萩
・
北
茨
城
と
畜
場
組
合
議
会
議

員
二
人
の
補
欠
選
挙
を
行
い
、
吉
田
秀

吉
議
員
、
寺
岡
七
郎
議
員
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。

○
多
賀
地
方
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会

議
員
一
人
の
補
欠
選
挙
を
行
い
、
佐
川

安
応
議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

○
日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組
、
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》
合
議
会
議
員
一
人
の
補
欠
選
挙
を
行
い
、

佐
川
安
応
議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

〔
人
事
〕

○
高
萩
市
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て
は
、
永
山
美
知
雄
氏
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

〔
報
告
〕

○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
高
萩
霊
園

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
老
人
保
健

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

〔
条
例
〕

○
高
萩
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
高
萩
市
集
会
所
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
高
萩
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

〔
予
算
〕

○
昭
和
六
十
年
度
高
萩
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
四
号
、
第
五
号
）

○
昭
和
六
十
年
度
高
萩
市
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
、

舎
弟
一
二
口
巧
）

○
昭
和
六
十
年
度
高
萩
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
一
号
、
第
二
号
）

○
昭
和
六
十
年
度
高
萩
市
工
業
用
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
、
第
三

巨
万
）〔
そ
の
他
〕

○
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い

て
は
、
中
戸
川
辺
地
に
係
る
総
合
整
備

計
画
書
の
う
ち
、
公
共
的
施
設
の
整
備

計
画
に
つ
い
て
、
実
施
期
間
及
び
事
業

費
の
変
更
が
あ
っ
た
た
め
の
議
会
の
議

決○
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
規
約
の

変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て
は
、
浄

化
槽
清
掃
業
を
営
む
者
の
許
可
に
関
す

る
事
項
が
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
か
ら
除
か
れ
、
浄
化
槽
法

に
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
議
会
の
議

決○
高
萩
市
新
総
合
計
画
基
本
構
想
に
つ

い
て
は
、
地
方
自
治
法
第
二
条
第
五
項

に
よ
る
議
会
の
議
決

○
手
綱
Ｂ
工
業
団
地
へ
の
企
業
進
出
に

つ
い
て
は
、
株
式
会
社
東
和
製
作
所
の

進
出
を
認
め
た
も
の
で
す
。

〔
｜
般
質
問
要
旨
〕

○
市
長
収
賄
容
疑
に
つ
い
て

○
高
速
道
路
時
代
の
観
光
客
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て

○
君
田
小
・
中
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
の

件
に
つ
い
て

○
信
号
機
設
置
の
件
に
つ
い
て

○
防
火
対
策
の
件
に
つ
い
て

○
教
育
問
題
に
つ
い
て

○
勤
労
者
住
宅
資
金
貸
付
制
度
に
つ
い

て

ー

高
萩
市
体
育
協
会

発
足
三
十
周
年
記
念
式
典

開
か
れ
る

十
二
月
一
日
側
、
中
央
公
民
館
で
、

高
萩
市
体
育
協
会
発
足
三
十
周
年
記
念

式
典
が
、
関
係
者
約
二
百
名
の
参
加
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
本
市
の
体
育
・
ス
ポ
ー

○
松
岡
幼
稚
園
改
築
に
つ
い
て

○
市
道
一
七
九
号
線
整
備
（
小
島
団
地

～
市
道
一
八
○
号
線
）
に
つ
い
て

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

○
予
算
編
成
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て

○
新
年
度
に
お
け
る
重
点
施
策
に
つ
い

○
公
共
下
水
道
に
つ
い
て

○
収
賄
容
疑
に
つ
い
て

○
市
道
の
認
定
に
つ
い
て

○
安
良
川
地
域
の
信
号
機
の
設
置
に
つ

い
て
○
高
萩
市
の
商
業
圏
に
つ
い
て

シ
の
充
実
、
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ

た
功
労
表
彰
受
賞
者
二
十
九
名
（
個
人

二
十
六
、
団
体
三
）
と
感
謝
状
贈
呈
者

六
名
に
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
記
念
品
を

贈
り
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

ま
た
、
高
萩
市
体
育
協
会
で
は
、
記

念
事
業
と
し
て
、
「
三
十
周
年
の
あ
ゆ

み
」
の
記
念
誌
を
発
刊
し
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
者
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
（
敬
称
略
）

功
労
表
彰
受
賞
者

鈴
木
光
太
郎
（
東
本
町
）
、
兼
子
辰
夫

（
春
日
町
）
、
小
松
正
治
（
春
日
町
）
、
横

山
酉
二
郎
（
高
浜
町
）
、
永
山
公
平
（
大

和
町
）
、
長
久
保
正
次
（
赤
浜
）
、
大
久

保
正
次
（
本
町
）
、
岡
田
勝
二
春
日
町
）
、

村
田
稔
彦
（
春
日
町
）
、
田
中
晴
雄
（
本

町
）
、
松
本
力
（
下
手
綱
）
、
小
林
正
治

（
本
町
）
、
細
金
次
夫
（
赤
浜
）
、
根
本
昇

〔
請
願
・
陳
情
書
審
査
結
果
〕

※
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

○
市
道
一
四
三
号
線
整
備
に
関
す
る
請

願○
老
人
医
療
無
料
制
度
の
復
活
を
求
め

る
陳
情
書

○
健
康
保
険
本
人
の
一
○
割
給
付
復
活

を
求
め
る
陳
情
耆

○
高
額
医
療
費
受
領
委
任
の
普
及
を
求

め
る
陳
情
書

○
戦
争
と
暗
黒
政
治
へ
の
道
を
ひ
ら
く

「
国
家
機
密
法
案
」
に
反
対
す
る
陳
情

聿
白

‐

（
島
名
）
、
伊
藤
三
好
（
安
良
川
）
、
助
川

日
出
子
（
東
本
町
）
、
石
本
正
（
春
日
町
）
、

鈴
木
康
彦
（
石
滝
）
、
鈴
木
工
（
安
良
川
）
、

丹
一
（
高
浜
町
）
、
落
合
裕
（
高
戸
）
、

鈴
木
朝
夫
（
下
手
綱
）
、
額
賀
寅
次
（
大

和
町
）
、
山
口
安
二
島
名
）
、
広
木
允

明
（
若
栗
）
、
北
畠
暢
男
（
本
町
）

団
体高
萩
市
役
所
野
球
部

日
本
加
工
製
紙
㈱
高
萩
工
場
陸
上
部

日
本
加
工
製
紙
㈱
高
萩
工
場
相
撲
部

感
謝
状
贈
呈
者

川
又
広
（
特
別
感
謝
状
）
那
珂
湊
市

日
本
加
工
製
紙
㈱
高
萩
工
場

㈱
大
心
苑

国
際
電
信
電
話
㈱
茨
城
衛
星
通
信
所

仲
屋
運
動
具
店

ア
ブ
ラ
ヤ
ス
ポ
ー
ッ

○
大
型
間
接
税
導
入
に
反
対
市
る
陳
情

○
国
鉄
の
「
分
割
・
民
営
化
」
に
対
す

る
陳
情
書

○
「
国
家
秘
密
に
係
る
ス
パ
イ
行
為
等

の
防
止
に
関
す
る
法
律
」
案
に
反
対
す

る
陳
情
書

○
国
鉄
改
革
に
関
す
る
意
見
書
の
決
議

を
求
め
る
請
願

（
議
会
事
務
局
）
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父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
（
支
給
対
象

児
童
と
い
い
ま
す
。
）
を
監
護
ま
た
は
、

養
育
し
て
い
る
か
た
（
受
給
資
格
者
と

一

蕊
篝
雛
議
譲
篭
は

ご存じですか？

児童扶養手当
、 塑

受
給
資
格
者
、
そ
の
配
偶
者
ま
た
は
、

同
居
の
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
が

そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
額
、
例
え
ば
受
給
資

格
者
の
年
収
が
、
扶
養
親
族
一
人
の
場

合
、
三
百
万
円
以
上
で
あ
る
と
き
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

次
に
掲
げ
る
事
項
（
支
給
要
件
と
い

い
ま
す
。
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
十

八
歳
未
満
の
児
童
（
身
体
ま
た
は
、
精

神
に
障
害
の
あ
る
場
合
は
二
十
歳
未
満

の
児
童
で
す
。
）

○
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

○
父
が
死
亡
し
た
児
童

○
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

○
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

○
父
が
一
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る
児
童

○
父
が
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児

一
里

〆言一更ﾃｱ、 、

“

ノ

｜
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
は
一

〆

』

日
本
国
内
に
住
ん
で
お
り
（
外
国
人

を
含
み
ま
す
。
）
、
支
給
対
象
児
童
を
監

護
し
て
い
る
母
、
ま
た
は
養
育
し
て
い

る
母
以
外
の
祖
父
母
、
伯
叔
父
母
、
兄

姉
そ
の
他
の
か
た
で
す
。
但
し
、
老
齢

福
祉
年
金
及
び
障
害
福
祉
年
金
以
外
の

公
的
年
金
（
例
え
ば
、
老
齢
年
金
・
障

害
年
金
‐
遺
族
年
金
・
恩
給
な
ど
）
を

受
け
て
い
る
か
た
は
除
か
れ
ま
す
。

一

い
い
ま
す
。
）
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

蕊
遥
鰯
蒋
象
と
な
る
鰯
童
は

季
蕊
懇
受
け
る
資
擢
感

一
鯵
）

L ノ

汽
一
一
季
当
の
額
は

対
象
児
童
の
数
に
応
じ
て
次
の
と
お

り
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
要
件
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
手
当
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
児
童
が
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
な
い

と
き
。

○
児
童
が
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
力争１

で
き
る
と
き
。

○
児
童
が
遺
族
補
償
等
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の

給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
受
給

資
格
者
に
養
育
さ
れ
て
い
る
場
合
で
、

こ
の
給
付
の
事
由
が
発
生
し
た
Ｈ
か

ら
六
年
を
経
過
し
て
い
な
い
と
き
。

○
児
菫
が
父
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金

の
加
算
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
き
。

○
児
童
が
児
童
福
祉
法
上
の
里
親
に
委

託
さ
れ
て
い
る
と
き
。

○
児
童
が
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

る
と
き
。

○
児
童
が
母
の
配
偶
者
に
養
育
さ
れ
て

い
る
、
と
弐
一
○

ｏ
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
る
な
ど
、
受
給
資
格
者
が
養
育
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
と
き
。

一
琴
当
ゆ
対
象
と
恋
も
な
い
場
合
は

○
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

（
父
が
認
知
し
た
児
童
は
除
き
ま
す
。

○
棄
児
な
ど
で
、
母
が
児
菫
を
懐
胎
し

た
当
時
の
事
情
が
不
明
で
あ
る
児
童哩1, , . ､勧､ソ

ヒ ノ

一
手
当
を
受
け
愚
た
め
の
手
続
き
感

認
定
請
求
書
を
提
出
す
る
と
、
受
給

資
格
に
つ
い
て
審
査
さ
れ
、
審
査
の
結

果
受
給
資
格
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
、

児
童
扶
養
手
当
証
書
が
交
付
さ
れ
、
請

求
し
た
翌
月
か
ら
手
当
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

手
当
は
、
毎
年
四
月
、
八
月
及
び
十

二
月
（
支
給
月
と
い
い
ま
す
。
）
の
三
回

に
分
け
、
支
給
月
の
前
月
ま
で
の
四
力

一
手
当
の
篭
総
懲

市
役
所
に
、
認
定
申
請
言
を
提
出
し

知
事
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
（
認
定
請
求
書
は
、
保
険
年
金

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
）

こ
の
手
当
は
、
受
給
資
格
が
あ
っ
て

も
請
求
し
な
い
限
り
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
ま
だ
受
け
て
い
な
い
か
た
は
、

早
く
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

認
定
請
求
書
に
は
、
戸
籍
謄
本
や
住

民
票
な
ど
を
添
付
し
ま
す
が
、
手
当
を

受
け
る
か
た
の
支
給
要
件
に
よ
っ
て
添

付
す
る
書
類
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
保

険
年
金
課
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

〆

○
一
人
の
と
き
月
額
三
万
三
千
円

○
二
人
の
と
き
月
額
三
万
八
千
円

○
三
人
以
上
の
と
き
月
額
三
万
八
千

円
に
三
人
以
上
の
児
童
一
人
に
つ
き

二
千
円
を
加
算
し
た
額

但
し
、
受
給
者
の
所
得
に
よ
り
手
当

の
額
の
一
部
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。〆

）

廷輪鞍、 ‘ ・望 登 少

～一

○
現
況
届
毎
年
八
月
十
一
日
か
ら
九

月
十
日
ま
で
の
間
に
届
け
出
て
、
支

給
要
件
の
審
査
を
行
い
ま
す
。
こ
の

届
を
出
さ
な
い
と
、
八
月
以
降
の
手

当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
受
給
者
資
格
喪
失
届
受
給
資
格
が

な
く
な
っ
た
と
き
。

○
証
言
亡
失
届
手
当
証
書
を
亡
く
し

た
と
き
。

○
証
書
再
交
付
申
請
書
手
当
証
耆
を

破
損
し
た
り
、
汚
し
た
と
き
。

○
受
給
者
死
亡
届
受
給
者
が
死
亡
し

た
と
き
。

○
氏
名
・
住
所
・
銀
行
口
座
変
更
届

そ
れ
ぞ
れ
変
更
す
る
と
き
。

各
届
出
の
用
紙
は
、
保
険
年
金
課
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
印
鑑
持
参

の
う
え
窓
口
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
へ

竃
二
三
’
二
一
二
内
線
二
三
三

月
分
を
ま
と
め
て
、

座
に
支
給
月
の
十

ま
す
。

○
母
子
福
祉
資
金
の
融
資

○
母
子
家
庭
介
護
人
の
派
遣

○
児
童
扶
養
資
金
の
融
資

詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
へ

壷
二
三
’
一
二
一
一
内
線
三
五
六

手
当
を
鍵
げ
て
い
る
か
た
の
届
吋
出
は

母
諺
蒙
鍾
の
み
な
さ
ん
の
た
癖
腫
鰺

指
定
し
た
銀
行
口

日
に
振
り
込
ま
れ

、－ 聖 ミ ゴ
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崔

二

昌

怪

蚕

■

且

狸

千

ロ

三

■

マ

リ

ニ

百

●

Ⅱ

１

二

‐

ｊ

１

吾

図

宮

昼

三

二

昼

昌

画

万

ｒ

二

冒

ｚ

二

三

言

五

壹

三

。

，

Ｅ

蚕

言

〃

二

壁

言

二

毒

二

三

位

上

島

名

老

人

ク

ラ

ブ

五
十
一
一
チ
ー
ム
が
熱
戦
ノ
．

第
十
回
老
人
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会

十
一
月
二
十
五
日
㈲
高
浜
運
動
広

場
で
、
第
十
回
老
人
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
二
十
六
の

老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
五
十
二
チ
ー
ム
、
約

三
百
五
十
名
が
参
加
し
て
、
日
ご
ろ
の

猛
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
熱
戦

を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

成
績
（
敬
称
略
）

優
勝
南
松
寿
会
老
人
ク
ラ
ブ

準
優
勝
中
戸
川
老
人
ク
ラ
ブ

〃
か
わ
い
い
姿
で
呼
び
か
け
″

～
火
災
予
防
運
動
パ
レ
ー
ド
～

i鰯識難謬轤』醗篭蕊鰄騨霞職蕊識，#蝉鮮F瀦肖騨猟蝿 職碑騨;撰捜螺,軋溌露 i獺』噌

十
一
月
二
十
六
日
㈹
東
小
学

校
の
児
童
、
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
、

鼓
笛
隊
な
ど
約
二
百
名
を
先
頭
に

高
萩
消
防
署
の
消
防
自
動
車
や
救

急
車
に
よ
る
火
災
予
防
運
動
の
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
パ
レ
ー
ド
は
、
こ
の
日
か

ら
十
二
月
二
日
ま
で
の
、
火
災
予

防
運
動
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
、
「
こ
れ
か
ら
冬
の
厳
し
い

寒
さ
を
む
か
え
る
た
め
、
火
災
予

防
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
」
と
、
か

わ
い
い
姿
で
呼
び
か
け
て
い
ま
し

レ
ー
」
○

ー

＝

眼
病
を
患
う
者
か
多
か
っ
た
ｃ
元
禄
三

年
二
六
九
○
）
に
麻
疹
が
流
行
し
て

男
女
老
少
が
こ
の
病
気
に
か
か
り
、
眼

病
を
患
う
者
が
多
く
、
享
保
三
年
二

八
○
三
）
に
も
天
下
に
麻
疹
大
流
行
し

て
死
す
る
者
多
く
、
死
を
逃
が
れ
た
者

も
眼
病
に
苦
し
ん
だ
の
で
あ
る
。

高萩②昔話巻

民俗

江
戸
時
代
に
も
麻
疹
が
大
流
行

皇標今井通子講演会のおしらせ
－入場無料

~ず ＋

豆と胡麻で目を突く神様

(8)

士 三古
田 面子J僅、

と き 1月22日 （水）

午後2時40分～午後4時30分

ところ文化会館

演題 「山と私」

主催高萩市教育委員会，高萩市教育研究会，

高萩市PTA連絡協議会，高萩市商工

会

竜、ノトーゴイ作～ゴノトーゾFトーJﾉﾉｰｰJjF－Jﾉ戸－斗FF－当JF－￥『F～￥』た－斗〃宅～ごJトーゾノトーゴj戸～ご"一一当jr-当ﾉ涙－斗』トーゴJトーゴノハー¥/F～

節
分
の
豆
ま
き
に
、
妙
っ
た
大
豆
を

ま
く
の
は
、
鬼
の
目
だ
ま
を
打
ち
つ
ぶ

し
て
、
麻
疹
に
よ
る
眼
病
か
ら
逃
が
れ

る
た
め
な
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
大
豆

は
、
小
豆
と
同
じ
く
疾
疫
の
防
除
に
用

い
ら
れ
て
い
た
。
「
荊
楚
歳
時
記
」
正

月
の
記
事
に
、
「
麻
子
、
大
豆
を
熱
（
い
）

り
、
糖
を
兼
ね
て
之
を
散
ず
…
：
．
。
正

月
の
且
、
鶏
子
、
赤
豆
各
々
七
枚
を
呑

ま
ぱ
温
気
（
お
ん
き
）
を
避
く
と
」
と

み
え
る
の
で
、
元
日
に
妙
っ
た
大
豆
で

悪
気
を
避
け
る
こ
と
が
古
く
か
ら
行

わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
目
を
突
く
神
は
、
柳
田
国
男

が
力
説
す
る
よ
う
に
、
神
に
仕
え
る
神

主
が
片
目
を
つ
ぶ
さ
れ
た
と
い
う
よ
う

な
類
い
で
は
な
い
。
ま
た
節
分
の
豆
ま

き
は
、
折
口
信
夫
が
い
う
よ
う
に
旧
冬

苛一

電話教育相談を

ご利用ください圖
・相談時間…月～金午前10時～午後5時

土 午前10時～午後3時

茨城キリスト教大学カウンセリング研究所の

相談員が，対人関係・子どもの非行や不登校な

ど心と体の健康について悩んでいること，困っ

ていることを電話でお聞きします。相談内容が

外部にもれることは絶対ありません。

け
が

の
機
れ
を
は
ら
う
た
め
の
も
の
で
は
な
》
》
《

い
◎
そ
こ
に
は
麻
疹
に
よ
っ
て
可
憐
な
》
》
”

小
児
を
は
じ
め
多
く
の
生
命
を
奪
わ
れ
》
》

た
人
間
の
悲
し
み
や
、
角
膜
乾
燥
症
に
燕皿唾、
阜
加

よ
っ
て
失
明
し
た
者
の
苦
し
み
の
歴
史
蒋

と
信
仰
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
》
』
《

ｑ
写
真
は
高
萩
市
高
萩
十
殿
後
に
あ
る
十
殿
神
社
唖
《
》

●電話番号日立(0294) 53 6870

茨城キリスト教大学カウンセリン

グ研究所

電話教育相談
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間
寒
い
時
期
に
な
る
と
、
高
齢
者
や

病
人
が
ト
イ
レ
で
倒
れ
る
こ
と
を
よ
く

耳
に
し
ま
す
が
…
…
。

答
確
か
に
、
図
で
も
お
わ
か
り
の
よ

う
に
、
寒
い
時
期
に
脳
卒
中
が
起
き
や

す
く
な
る
よ
う
で
す
。
急
に
寒
さ
に
さ

ら
さ
れ
る
と
、
血
管
が
収
縮
し
て
内
腔

が
狭
く
な
り
血
圧
が
上
が
り
や
す
く
な

る
か
ら
で
す
。

問
脳
卒
中
を
防
ぐ
上
で
、
冬
の
過
ご

し
方
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

答
急
に
寒
い
と
こ
ろ
に
出
な
い
こ
と

で
す
。
血
圧
の
か
な
り
高
い
人
は
、
な

る
べ
く
朝
夕
の
寒
い
時
は
避
け
’

て
、
日
中
暖
か
く
な
っ
て
き
て
麺

か
ら
出
か
け
る
よ
う
に
し
た
い
別

も
の
で
す
。
下
着
類
も
多
少
ゆ
頤

と
り
の
あ
る
も
の
を
着
、
外
出
鐸

時
に
は
必
ず
暖
か
い
上
着
を
は
死る

お
っ
て
、
マ
フ
ラ
ー
や
手
袋
を
よに

つ
け
ま
し
ょ
う
。

中

問
部
屋
の
暖
房
は
、
ど
ん
な
鐸Ｉ

方
法
が
最
も
効
果
的
で
す
か
。

図

答
部
屋
全
体
を
暖
め
る
の
が

図脳卒中による死亡率の月別変動

こんにちは／

保健婦て'す

寒
さ
と
脳
卒
中

死亡宰
(10万対）

原
則
で
す
。
ト
イ
レ
や
浴
室
、
脱
衣
所

も
入
る
前
に
あ
ら
か
じ
め
暖
め
て
お
く

と
よ
い
で
し
ょ
う
。
な
お
、
夜
間
は
寝

室
内
で
用
を
た
せ
る
よ
う
に
、
し
び
ん

な
ど
を
利
用
す
る
と
い
い
の
で
す
が
。

問
お
風
呂
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

答
四
十
二
度
以
上
の
お
湯
は
、
瞬
間

的
に
血
圧
を
上
げ
る
の
で
好
ま
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ぬ
る
め
の
お
湯
に
入
り
、

湯
か
ら
あ
が
っ
た
時
に
寒
け
を
感
じ
る

こ
と
が
な
い
程
度
が
い
い
の
で
す
。
ま

た
、
首
ま
で
ど
っ
ぷ
り
つ
か
ら
ず
、
肩

の
あ
た
り
ま
で
に
し
ま
す
。
長
風
呂
は

か
え
っ
て
疲
れ
ま
す
。
入
浴
後
は
、
し

ば
ら
く
横
に
な
っ
て
体
を
休
め
る
の
も

い
い
で
し
ょ
う
。

不
幸
に
し
て
倒
れ
た
ら
、
ま
ず
は
気

を
落
ち
つ
か
せ
、
静
か
に
寝
か
せ
て
す

編
ぐ
に
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
電
話
を
し
、

到
着
す
る
ま
で
の
処
置
の
指
示
を
仰
ぐ

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

1函

、

ヱーノ（
）

5m

1 1 1 1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月

十
一
月
二
十
八
日
附
、
市
民
セ
ン
タ

ー
で
、
市
税
納
税
に
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
団
体
十
五
と
、
功
労
者
十
人

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
国
民
の

義
務
で
あ
る
税
金
を
、
滞
納
し
な
い
で

納
期
内
納
付
を
守
り
、
収
納
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
団
体
と
個
人
に
贈
り
、
日

ご
ろ
の
努
力
を
た
た
え
ま
し
た
。

な
お
、
現
在
市
内
に
は
一
九
四
の
納

税
貯
蓄
組
合
が
あ
り
、
二
、
八
一
二
世

帯
が
加
入
、
市
税
の
約
五
割
弱
を
納
税

し
て
い
ま
す
。★
★

受
彰
者
名
簿
（
敬
称
略
）

★
★

納
税
貯
蓄
組
合
（
団
体
）

・
仲
の
町
・
郵
便
局

・
駒
木
原
・
有
明
の
ぎ
く

・
島
名
上
・
和
野

・
秋
山
中
河
内
・
行
人
塚
一

。
上
町
上
・
下
町
一
婦
人

・
菅
ノ
沢
・
駒
木
原
地
蔵
堂

・
東
本
町
四
の
三
・
北
町
第
六

・
中
原

★
★

納
税
貯
蓄
組
合

大
森
正
（
小
桜
町
）

坂
本
二
郎
（
肥
前
山
四
）

吉
川
文
隆
（
安
良
川
十
西
）

加
藤
昇
（
安
良
川
十
三
）

寺
島
正
男
（
豊
栄
第
二
）

優
良
な
団
体
と
功
労
者
を
表
彰

～
納
税
貯
蓄
組
合
～

十
一
月
二
十
六
日
㈹
、
高
萩
中
学
校

で
は
、
全
校
生
徒
約
九
百
八
十
人
が
参

加
し
て
、
駅
東
地
区
や
海
岸
の
空
き
缶

回
収
を
行
い
ま
し
た
。

市
民
憲
章
の
自
然
を
大
切
に
し
、
美

し
い
ま
ち
を
つ
く
る
環
境
美
化
運
動
の

一
つ
と
し
て
、
毎
年
二
回
、
全
校
生
徒

で
奉
仕
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

全
校
生
徒
で
空
き
缶
の
回
収

ｌ
高
萩
中
学
校
Ｉ

村
上
七
之
助
（
肥
前
町
第
二
）

作
山
勝
一
（
滝
の
脇
）

穂
積
政
次
（
川
側
共
栄
第
二
）

沼
田
栄
（
神
合
二

沼
田
克
道
（
宿
下
）

石

戸

｜
’

蝋熱燕鱸 〃
小
雨
の
中
を
力
走
“

市
民
駅
伝
競
争
大
会

十
二
月
八
日
⑧
、
第
三
十
四
回
高
萩

市
民
駅
伝
競
走
大
会
が
、
六
十
チ
ー
ム

約
五
百
人
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
沿
道
に
は
、
た
く
さ
ん
の
市

民
の
み
な
さ
ん
が
応
援
に
で
て
、
小
雨

の
中
を
力
走
す
る
選
手
に
、
温
か
い
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

成
續
（
優
勝
チ
ー
ム
）

中
学
の
部
秋
山
中
男
子
Ａ

高
校
の
部
高
萩
工
業
高
校
陸
上
部

一
般
の
部
日
本
加
工
製
紙
陸
上
部

壮
年
の
部
島
名
走
ろ
う
会
Ａ

総
合
の
部
日
立
工
業
高
校
Ａ

蕊
h 叩や 芝
弾 ,11

愁鍵、

ｑ
駅
伝
競
走
ス
タ
ー
ト
地
点

や
鴫
蝋
、
録
》
》 ､密

蕊鯲
蕪:撫溌

蕊
篭譲癖

蕊 難
識
一
側
轆
唾
癖
簿
“

ぽ
ご職

睦
俎
膨
溌

蝋‘麺
錘

6



昭
和
六
十
一
年
度
に
保
育
所
（
園
）

に
入
る
お
子
さ
ん
の
受
け
付
け
を
行
い

ま
す
。

＝＝＝

＝＝＝

＝＝＝

＝＝＝

=＝＝

＝＝＝

＝＝＝

=＝＝

＝＝＝

＝＝＝

＝＝＝

＝＝＝

＝＝＝

＝＝＝

＝＝＝

＝＝＝

＝＝＝

＝＝＝

＝＝＝

＝＝＝

＝＝＝

＝＝＝

＝＝＝

＝＝＝

＝＝＝

＝＝＝

＝＝＝

保
育
所
に
入
る

お
子
さ
ん
を
募
集
し
ま
す

手づくりの年賀状を募集します
教育委員会では，手づくりの年賀状を一同に集めた「~年賀

状展」を実施することになりました。楽しく ， のびのびと自

己表現しているものがありましたら，ぜひ，応募ください。

昭和61年1月28日”から2月2日(日)ま

での6日間

中央公民館

昭和59年からの自作，他作（着信）の

年賀状展示

年賀状コンクール入選作品の展示

市内に居住・勤務している人， 1月22日

(火)までに教育委員会社会教育課へ

(1人5枚まで｡)

念23-1131

ン

さ＊と

＊ところ

＊展示内容 受
付
期
間
昭
和
六
十
一
年
一
月
十
日

㈹
か
ら
一
月
三
十
一
日
㈱
ま
で
。

受
付
場
所
福
祉
事
務
所
社
会
係

（
申
請
書
類
も
こ
こ
で
交
付
し
ま
す
。
）

募
集
人
員

高
萩
保
育
所
六
十
名

秋
山
保
育
所
七
十
名

同
仁
東
保
育
園
九
十
名

聖
徳
保
育
園
六
十
名

松
ヶ
丘
保
育
園
六
十
名

あ
お
ぞ
ら
保
育
園
六
十
名

※
入
所
基
準
、
保
育
料
、
そ
の
他
詳
し

く
は
福
祉
事
務
所
社
会
係
へ

盆
二
三
’
一
二
一
一
内
線
三
五
五

＝

三

＝

＊募集要項

ｰミ

婦人がん検診受けましたか
二一一一一一一一一一一一一一一〉一一一宮一一一

確
定
申
告
を
す
る
と
税
金
が
戻
る
場

合
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
。

確
定
申
告
の
期
間
は
、
二
月
十
七
日

か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

し
か
し
、
税
金
の
還
付
を
受
け
る
た

め
の
還
付
申
告
書
は
、
二
月
一
日
以
降

で
あ
れ
ば
、
二
月
十
七
日
以
前
で
も
受

け
付
け
し
て
い
ま
す
。

還
付
の
た
め
の
確
定
申
告
は
、
お
早

め
に
／
，

確
定
申
告
は
お
早
め
に
肌
川

還
付
の
た
め
の
州
酬
州
剛
州

病・医院で受けられる，婦人がん検診の受け付けをしてい

ます。集団（車）検診を受けられなかったかたにおすすめし

ます。

受ける際に受診券が必要となりますので，市役所衛生課ま

でおいでください。

〈対 象> 30歳以上の女性

く受付期間〉 昭和61年3月まで

く自己負担> 1,000円

く受けられる病・医院〉 市内は，内田病院，諸原産婦

人科医院

※詳しくは衛生課へ念23-2111内線363

厄壼二

: E 弓 ｡ 弓前
Ⅱ｡ Ⅱ国 弓

二 二 弓弓

Ⅱ二 ＝ 。

『 ヨ

||；
|||||||||ﾘil

!|三
三

三

三
三

雌

多
多
参
参
参
参
参
参
参
参
参
参
参
参
参

バ
イ
ク
・
耕
う
ん
機
・
軽
自

動
車
等
の
廃
車
・
名
義
変
更

を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
ノ
．

ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ

ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
軽

自
動
車
税
の
賦
課
期
日
は
四
月
一
日
で

す
。
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
等
の
紛
失
・

盗
難
．
解
体
な
ど
に
よ
り
廃
車
手
続
き

を
で
き
な
い
で
い
る
か
た
や
、
他
人
に

譲
渡
し
た
ま
ま
で
名
義
変
更
を
し
て
い

な
い
か
た
、
あ
る
い
は
、
現
在
使
用
し

て
い
な
い
バ
イ
ク
等
に
、
軽
自
動
車
税

が
課
せ
ら
れ
て
い
る
か
た
は
、
税
務
課

ー

｢昭和61年茨城県農業基本調査」

の実施について

県では，昭和61年2月1日を調査期日として,｢昭和61年茨

城県農業基本調査」を実施することになりました。この調査

は，県内16万4， 000有余の農家等における，世帯員・

土地・収穫面積・果樹園面積･施設園芸・家畜等について，

その実態を調査するものです。

調査結果は,｢昭和61年茨城県農業基本調査結果報告書」と

して公表し，本県農業経営の改善と農業行政施策を推進して

いくための基礎資料として活用されます。

調査員が伺いましたら， この趣旨をご理解いただき， よろ

しくご協力のほどお願いいたします。

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
ｃ

こ
れ
ら
の
手
続
き
を
さ
れ
な
い
ま
ま

で
放
置
し
て
お
き
ま
す
と
、
税
金
だ
け

で
な
く
種
々
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な

り
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
な
く
お
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
税
務
課
へ
お
こ
し
の
際
は
、

印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
へ

合
二
三
’
一
二
二
内
線
二
○
三

弓
I



市民スキー教室の

参加者を募集します

日曜当番医
蕊

t

と き昭和61年2月21日(金)から

禰
2月23日(日)まで2泊3日

ところ山形県蔵王スキー場

（事前講習会あり｡）

対象者一般

募集人員 30名（初級，中級，上級の3コース）

参加料 25,000円

申込期日 2月8日(土)から15日(土)まで

※詳しくは市民体育館へ壷23-2552

熟

I

時間は、いずれも午前9時から午後4時までです。

○
高
萩
同
盟
会

二
万
五
千
円
社
会
福
祉
へ

○
芳
賀
は
な
さ
ん
安
良
川

五
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
高
萩
文
化
ク
ラ
ブ

八
千
六
百
七
十
九
円
社
会
福
祉
へ

○
村
山
栄
一
さ
ん
島
名

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

スキー教室受講生募集
善
意
あ
り
が
と
う

勤労青少年ホームでは，青年教室の一つとして開催するスキー

教室の受講生を募集します。

と き昭和61年2月8日(上)～9日旧) ・ 1泊2日

ところ磐梯国際スキー場

対象者′市内に居住もしくは，勤務する独身の男・女

申込先勤労青少年ホーム

締切り 1月20日 （ただし定員40名になりしだい締切らせてい

ただきます｡）

会費 12，000円

Q

○
菜
花
光
子
さ
ん
安
良
川

一
万
円
社
会
福
祉
へ

○
塙
ミ
チ
子
さ
ん
春
日
町

一
万
円
社
会
福
祉
へ

○
永
谷
園
本
舗
高
萩
工
場
赤
浜

七
万
二
千
四
百
三
十
五
円社
会
福
祉
へ

ふれあい．語りあい．学びあう

青年教室受講生募集

市内に居住もしくは勤務する独身の男・女

勤労青少年ホーム

昭和61年1月20日まで

無料（スキー教室参加者は, 12,000円）

対象者

申込先

締切り

会費

教室内容 開催期日

2月5日

教室内 容

＊開講式 ＊軽スポーツ

＊オリエンテーション

麓潮繧淵;順画等
スキー教室

スキー教室

初心者向け

パソコン・ワープロ実践教室

市内史跡巡り

鳶潔錘灘誕嚥聴瀦#篤賢撫辮瀞騨繍辮i,鑑噂謝 騨儲耀蕪爵蕊辮懲諜溌鑑識#蕊懲駕篭蕊蕊…蕩鴬擬溌蕊蕊難戦蕊

～人口と世帯

前月比

人口 33，965 （ 3） ．

男 16，689 （＋1 ）

女 17，276 （－4）

世帯10，124 （＋19）

(昭和60年11月1日現在）

鐡
拝
欝
輔
醗
湾
認
識
坤
轆
蕊
謹
塀
蕊
鍾
蕊
灘
霊
轄
撰
駕
蝿
護
潔
骨
謝
騨
蕊
舘
弓
〈
孟
露
職
識
噂
繩
溺
押
巽
致
騨
叩
殉
難
淋
靹
無
難
噸
騨

ゆ
穐
罫

e
一

－1月の納税一

市県民税（4期）

日
日

６
７
月
月

２
２

2月8日

2月9日 国民健康保険税

（4期）
2月12日 人口 33，997 （＋32） ＃

醗
男 16，709

女 17，288

世帯10，141

(昭和60年12月1
i錐…蕊鐸鍔譲蕊鐸黙環鑑鍵識…蝉

納期限 1月31日
2月16日

※詳しくは勤労青少年ホームへ念23-7177
群申寒魁…錘壷…癖競…ｿ甫蕊管嫁蹄…1轆煮…

一一〉ノー〈〈へ一》〉一、〉〉／へ〈〈、《、〉〉へ一〉》〉／へ」〉〉
↑

〉〉母へ一、《〉〉〉一、〉〉笹、〉砥、
〉／一
二

一、〉《〉一
一

〉》
［

〉／垂
碑

》 …

と
き
三
月
二
十
三
日
側

午
後
二
時

入
場
料
Ａ
席
一
、
八
○
○
円

Ｂ
席
一
、
三
○
○
円

入
場
券
発
売
日
二
月
二
日
⑪
～

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
…
．
．
…
・
…
…
…
：
．
…
●

田
所
書
店
、
仲
屋
書
店
、
深
谷
書
店
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
上
島
名
ね
も
と
、

高
浜
や
お
け
ん
、
野
木
商
店
、
日
立
市

民
会
館
、
ピ
ァ
ノ
マ
ー
ト
（
磯
原
）
、
文

化
会
館
金
二
三
’
七
四
一
一

松
竹
歌
劇
団
「
Ｓ
Ｋ
Ｄ
レ
ビ
ュ
ー
」

と
き
一
月
十
九
日
⑪

午
後
一
時
言
萩
ス
タ
ン
プ
会
の
ご
招
琶

午
後
五
時
一
般

入
場
料
Ａ
席
三
、
○
○
○
円

Ｂ
席
二
、
八
○
○
円

出
演
千
羽
ち
ど
り
ほ
か

入
場
券
発
売
中

宮
沢
明
子

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

－テレフォンサービス「市政案内」は 23-1151 . 1 152です 8

1月26日

2月2日

2月9日

2月16日

滝川医院

白土医院

諸原医院

十王医院

立花医院

春日町

東本町

高戸

卜毛町

東本町

23－3100

22－2697

23－3113

32－3266

22-3512


